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大学中国語教育の学習段階と学習目標試論
-教養課程を中心に-

瀬　戸

(長崎総合科学大学)

宏

八十年代以後,狽多日本学生在大学里迭拝学刃況培.日本大学里面的況碩教学

大部分在大学基拙部(教葬裸程)進行,但大家都知道日本的大学基拙部況漕教学

不大成功.其原因根多,但我汰丸裸培教員不大清楚況語教学的学刃折段和学刃

目標也是一十重要原困.目前,日本有些況漕教員硯"一週只有丙市況語裸,那不

可能一年教完基拙況漕",所以"除了増加一週的況活課数量,作力第二外語的況

増教学簡重役有未来''｡如果伽汰力外漕教学的目的只是荻得看,節,写,説的四

十培言能力的,都度一十星期只有丙苛裸根本不旬多,送是不用説的｡不適,不少大

学的第二外語教学受了拡張等北教学的圧力下,花了根多努力才能維持現在的外讃

裸数量,有些大学里己窪只有一週一帯課.這祥情況下,我想況漕教員庄該自覚地

追求現有的条件下能作什磨o i亥能文試述有美況語教学学刃折段和学刃日椋的我的

看法以及我在長崎息合科学大学里按照我看法作的況語教学実践結果｡

1.始めに

2.中国語教育の学習段階と学習目標

1.始めに

今日の大学中国語教育の大部分は,教養課

程におけるいわゆる"教養語学''として行わ

れているが,この"教養語学"が必ずしも充

分な成果をあげてはいないことはよく知られ

ている｡その原田はいろいろあるが,主要に

は週二コマという学習時問の制約と-クラス

あたりの学生数の多さであろう｡しかし,そ

れ以外にも週二コマの授業の中で何をどこま

で教えるかという,大学中国語教育における

学習段階と学習目標が必ずしも担当教員に自

覚化されていないことも理由の一つではない

かと思われる｡

現在,日本の大学中国語教員の中には｢週

二こまの授業では一年で中国語の基礎を教え

3.長崎総合科学大学での教育実践

4.終わりに

ることは不可能なことである｣1)から, ｢この

前提を打破して中国語のこま数をふやさない

かぎり,日本の大学の第二外国語としての中

国語教育の将来はないように感じられてなら

ない｣2)という人もある｡中国語に限らず,

初習の外国語教育の目的を読む,聞く,書く,

話すの四技能の獲得に置く限り週二こまでは

足りないことは,自明のことである｡このこ

とを確認したえで;少なからぬ大学で,専門

教育充実等の圧力の中で遇二こまを維持する

のが精一杯であること,一部の大学ではすで

に週-こましかないという現状においては,

与えられたこま数の中で何ができるかを中国

語教員はもっと自覚的に追求しなければなら

ないのではないか｡



本稿では,この目的に沿って中国語教育に

おける学習段階と学習目標についての私の考

えを述べ,さらにこの考えを具体化した長崎

総合科学大学での中国語教育の実践について

報告し,読者の御教示を仰ぐこととしたい0

2.中国語教育の学習段階と学習目標

｢基礎漢語一中級漢語一高級漢語,これは
一つとして欠くことのできない,ひとつなが

りの完全な系列である｣3)と中国の語学教育

研究者も指摘しているように,外国語の効果

的な教育には,その最終目標をみすえたうえ

で,教育課程をいくつかの段階に分け各段階

での学習目標と学習内容を明確化し,それに

基づいた効果的な教授法を用いるべきである

ことは,誰しも異議がないであろう｡日本の

中国語教育界の一部にある｢発音と基本文法

の基礎さえしっかりしておけば,あとは学生

本人の努力次第で,どんどん進歩するもので

ある｣4)という発想には,やはり疑問が感じ

られる｡

中国語に限らず,一般に外国語教育の学習

段階については初級(基礎),中級,上級(高

級)という区分がなされている｡しかし,こ

の各区分の具体的内容はなにかということに

っいては,実は必ずしも明らかではない0

日本の大学中国語教育界でしばしば用いら

れているのは,初級が一年生段階,中級が二

年生段階というものである｡しかしながら･

これは大学の課程を椀械的にあてはめただけ

であり,各段階の具体的内容については明ら

かにできてはいない｡

一般的に言って,初級段階の学習目標につ

いては中国語の発音と基本文法および基本的

な単語の習得であることは,意見の一致が得

られていると思われる｡しかし,基本文法や

基本的な単語とはなにかについては,やはり

必ずしも明らかにされていないo

各学習段階とその内容を考えるために,ま

ず中国語教育の最終目標について考えてみた
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い｡学習者が中国語を学ぼうとする動棟は人

によってさまざまであろうが,共通している

のは中国人(中国語のネ-ティブ･スピーカ

ー)と口頭および書面によって何らかの目的

をもって意志疎通をしたいということであろ

う｡この目的については,中国についての専

門的な研究をしたいということもあろうし,

貿易･旅遊など中国に関する実務につきたい

ということもあろう｡ただ漠然と中国語を学

びたいという人もいるが,学習目的が目確で

はない学習者は学習の過程でおおむね脱落し

ていく. (逆に言えば,教師は学習者が学習

目的を明確化するよう常に援助する必要があ

る)すなわち,中国語学習とは研究･業務等

のために現実に使われている中国語を理解し

運用する能力を獲得するということであり,

これが中国語教育の最終日標となると思われ

る｡

この最終目標に基づいて,これに直接接続

する上級段階を考えてみよう｡その学習目標

は現実に使われている中国語を理解し運用す

る能力を獲得して,自己の研究や業務等の遂

行を可能にすることになる｡もちろん,語学

学習に終了はないが,これ以上の学習は研

究･業務を通して行われるものであり, ｢外

国語教育｣を受けるというかたちでの中国語

学習は,この段階で一応終了すると思われ

る｡言葉をかえれば,この段階を通過した者

は中国語についての自学自習の能力を具えて

いるということであり,この能力の獲得も上

級段階の主要な目標になると思われる｡自学

自習の能力とは,具体的には辞書一対訳辞書

ではなく,現代漢語詞典のような中中辞典-

を使いこなす能力であろう｡

木村宗男氏は日本語教育の立場からである

が,初級と上級の違いについて教材の面から

次のように指摘している｡初級段階について

紘,その言語の骨格を学習者に習得させるの

が目的であるから教材は現実の言語がそのま

ま｢教材になるのではなく,一貫した教育計
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画に基づく最初の段階のために選択された材

料によって,指導が行われる｡｣5)すなわち,

初級段階の教材は,語学教師が作成した書き

下ろし教材である｡音声教材の場合にも同様

のことが言える｡

それに対して,上級段階では現実に使われ

ている言語に触れるのが目的であるからその

教材は｢内容を目安に選んだ生教材｣6)であ

る｡つまり,実際の新聞や書籍の文章をその

まま教材に用いるということである｡音声教

材の場合には,実際の放送をそのまま録音や

ビデオにとったものを用いる｡語柔や文型な

どについて教育的な配慮をまったくしていな

いことが,上級教材の重要な特徴である｡

この指摘は,中国語教育にもそのままあて

はめることができよう｡

中級段階は,初級と上級の過渡的段階であ

る｡木村宗男氏は｢初級の学習を終えた者に

とっては,中級はそんなに難しいはずはなく,

中級を正常に終えた者なら,上級といえども

特に難しいということはないはずである｡｣7)

と述べ,中級の重要性を指摘している｡しか

しながら,中国語教育における中級段階はこ

れまであまり研究がすすんではいない｡中国

の語学教育研究者も｢この三十年数年間,基

礎漢語の研究と開発は,優れた成果に乏しく

初級　　　　　　　　　課　　語尭

漢語教科書(1958)　　72　　864

基礎漢語(1971)　　　66　　953

基礎漢語課本(1979)　58　1210 (生詞962,

実用漢語課本(1981)　50　1227 (生詞928,

ない｡それに比べて,中･高級漢語は明らか

に少し弱い｡特に教材開発の面がそうで.あ

る｣8)と述べている｡

それでも,上級はその内容が比較的鮮明で

あるが,中級はその内容自体が必ずしも明確

ではない｡そのため,中国語教育では時には

中級段階をとはして初級からいきなり上級に

移るようなことも行われている｡たとえば,

初級を終えたばかりの学生に魯迅･老舎など

の小説や毛沢東等の論説文をいきなり教材と

して与えたり,北京放送のテープをそのまま

聴解教材に用いたり,新華字典の使用を強制

したりするなどがそれである｡読解教材の場

合にはピソインが付していることが多いから,

まったくの生教材とは異なるが,最近はかな

り少なくなったとはいえ,このような学習段

階を無視した教材選択が,大学中国語教育の

過程において大量の脱落者を生み出す大きな

原因の一つになってきたことは否定できない

と思われる｡

それでは,もう少し具体的に中国語教育に

おける各段階の実際をみることにしよう｡建

国後,中国で発行された代表的な初級及び中

級の中国語教科書の課数,語真数及び文法事

項数を整理すると,以下のようになった｡

文法事項(復習課を除く)

171

専名57,補充生詞191)

専名76,補充生詞223)

中級

漢語読本(旧版)　*日本光生館1972. 9発行〔現代中国語読本〕に拠る

22　1348 (生詞1137,専名72,補充生詞139)

漢語読本(1972)　　34　　2078 (生詞1947,専名96,補充生詞35)

基礎漢語課本4,続編(1979, 1982)

25　1550 (生詞1398,尊名94,補充58生詞) 248

上級段階については,生教材ということな　　　ここで分析の対象とした中国語教科書はい

ので,ここでは省略したい｡　　　　　　　　　ずれも,外国人留学生に基本的に直接教授法



で中国語を教えることを目的として編纂され

た教科書である｡9)これをみると,初級段階

においては語乗数が八百から千二百, 10)文法

事項が百前後ということがわかる｡漢語教科

書は文法事項が多いが,これは他の教科書で

は文法事項として独独立して扱われていない

ものまで含めているためで,必ずしも漢語教

科書の文法事項が特別に豊富というわけでは

ない｡

初級段階の文法事項は,各教科書ともはば

共通している｡すなわち, "是"字句から始

まり形容詞述語文･動詞述語文を経て介詞構

追,程度補語,能願動詞,結果補語,方向補

請,可能補語,語気助詞の"了",動作の完

成, "把"字句などを含む体系ができあがっ

ている｡課文については,問答体からしだい

に話題性をもった文-と変わっていく｡初級

段階の学習内容("基礎漢語")については,

すでに一つの体系がある程度完成されている

と考えてよいようである｡11)

最近出版された≪漢語水平等級標準和等級

大綱≫ (北京語言学院出版社1988,以下≪大

綱≫と略記)紘, "一級"として語尭1011と

文法事項133を提出している｡ ≪大綱≫は初･

中･上級(基礎･中級･高級)という名称を

使わず学習段階を一･二･三級とし,各段階

の厳密な学習時間も指定していないが, "

級''に対外漢語専業の一学年の半分をあてて
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いるから, "一級"ははぼ本稿でいう初級と

考えてよいと思われる｡

これに対して中級段階は,語乗数について

千三百から二千,文法事項については各教科

書でばらつきが多い｡時には同一の文章を課

文にしながら,ある教科書は文法事項として

とりあげているのにもうーつの教科書はそう

していないということすらある｡中級段階の

学習内容の研究が遅れていることを反映して

いると思われる｡ ≪大綱≫では, "二級"とし

て新出語嚢2017,文法事項249を提出してい

る｡ (なお上級に相当すると思われる``三級"

では新出語嚢2140,文法事項207を提出して

いる)

それでは,中国語以外の外国語教育では,

学習段階とその学習内容をどのようにとらえ

ているのがあろうか｡筆者の能力の問題もあ

り,ここでは英語教育と日本教育の二つをと

りあげることにする｡英語教育については,lL

日本の中学高校の英語教育をみることにし,

日本語教育については体系的な日本語教育を

おこなっている東京外国語大学付属日本語学

校の内容を考察することとする｡これらを比

較すると,以下のようになった｡学習時間に

ついては,中学･高校や中国の語学教育機関

の-こま(50分)を一時間,日本の大学の-

こま(90分-100分)を二時間と換算する｡

初級　　　　　学習時間　　　　　語尭　　　　　備考

英語教育　　　315時間　　　　900-1050語　学習指導要領(中学)

日本語教育　　300時間　　　　約1500語　　日本語Ⅰ (東外大付属.旧版)

中国語教育　　約300時間　　　　約900語　　　漢語教科書

中級

英語教育　　420時間(平均)　　1400-1900語　学習指導要領(高校)

日本語教育　350時間　　　　　3700語　　　日本語Ⅱ (東外大付属.旧版)

中国語教育(学習時問の明記なし) 1550語　　　基礎漢語課本4,続編

時詰至芸孟誌霊竿芸慧QV;芸濃芸雷　雲孟ごま芸警芸;芸霊気B雷雲読冨冨霊警芝
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おいても初級段階は最も研究が進んだもので

あろうが,その結果は興味深いことに各外国

語教育で共通するものになっているのであ

る｡

中級段階になると,ばらつきも多くなるが,

まだかなり共通性もある｡学習時間は三百五

十時間前後,語乗数は日本語育青が特に多い

が千五百から二千以上という結果が得られ

る｡さらに上級段階についても考察しなけれ

ばならないわけであるが,これについては充

分な資料を入手できなかった｡しかし,仮に

中級段階と同様の学習時問と語乗数をあてる

とすると初級から上級まで,学習時問は約千

時間,学習語嚢は五千以上というということ

になる｡ ≪大綱≫では学習語尭5168,文法事項

589としており,ほぼこの推論と一致する｡

語学教育で教授することが必要な基礎語桑

については,中国語教育では≪普通話三千常

用詞衰≫というかたちでまとめられている｡

その増訂本は3996の語桑を収めるが,日常の

文章での出現率は87%であるという｡12)また,

英語教育ではパーマーによって3000の基礎語

桑が選ばれているが,その普通の読み物での

出現率は95%であるという｡13)どちらも三千

を基準にしているところが興味深い｡英語教

育では｢500語覚えさせるためには5割増し

て750語教えなければならない｣14)という指

摘があるが,この考えに基づけば語学教育の

全課程で教授すべき語桑は五千から六千とい

うことになる｡

3.長崎総合科学大学での教育実践

次に,以上のような学習段階と学習内容に

っいての考え方を,大学教養課程での実際の

授業にどのように適用したかについてのべて

みたい｡

筆者が勤務している長崎総合科学大学の特

徴を中国語教育の立場から整理すると,次の

ようせこなる.

まず,工科系単科大学であることがあげら

れる.つまり専門教育の中で中国語が必要に

なることはまずなく,中国語教育は専門基樫

教育の性格をまったくもたないということで

ある｡

特徴の第二は,大学の所在地が長崎という

地理的,歴史的に中国と関係の深い都市であ

ることである｡そのため,工科系単科大学で

あるにもかかわらず1972年には中国語を外国

語科目として設置し, 79年には日本の大学と

しては始めて中国の大学(-ルビソ船舶工程

学院)と姉妹校協定を結び,毎年学生訪中団

を派遣している｡また,専任教員も独･仏語

が各一名であるのに対して,中国語は特殊な

形ではあるが二名である15)0

最後に,残念ながら基礎学力が低く,集中

力･思考力が弱い学生が比較的多いことがあ

げられる｡

長崎総合科学大学には中国語のはかに外国

語科目として英･独･仏語が設置されている

が,その履修方法は,第一,第二外国語とい

う形態(二言語必修)をとらず,一言語八単

位のみの習得を卒業必要条件として義務づけ

ている｡最低必修の一言語は英･独･仏･中

の中から学生が任意に選択する｡と同時に,

外国語教育担当者はできるだけ多くの学生に

二言語習得を勧めている｡実際には,大部分

の学生が英語を選択し,独･仏･中を受講す

る学生は一年生で約四割である.16)中国語を

受講する一年生はここ数年毎年百名前後に達

し,独･仏の約二倍である｡17)

長崎総合科学大学の中国語科目は,現在

IA, B, ⅡA, B, Ⅲ, Ⅳ,中国語現地研

修, LL中国語の各科目が設置されている｡

平均的な受講状況としては, -,二年でそれ

ぞれIA, ち, ⅡA, Bという形で遇二こま

受講し卒業等に必要な八単位を得る｡大部分

の学生はこれで中国語の学習を終えるが,意

欲のある学生は三年,四年でⅢ, Ⅳをさらに

それぞれ遇-こま受講することができる｡中

国語現地研修は姉妹校の-ルビソ船舶工程学



院で行われる夏期短期中国語研修を受けた者

に与える単位, L L中国語は二年以上で週-

こまだけ中国語を受講しようとする者及び

IA, B再履修者のための科目である｡

私は86年に長崎総合科学大学に着任したが,

着任にあたって次のように考えた｡大学教養

課程の中国語教育は, -,二年,それぞれ多

くとも週二こまである｡大学の-こまは九十

分であるから,年間三十遇の授業を行ったと

しても百二十時間相当にすぎない｡普通,
"教養語学''では一年で初級をかけ抜け,二年

で中級を終えるというかたちになっている｡

三年生以後の専門課程で中国語が必要になる

という, "教養語学"が専門基礎教育の性格

をもっている場合は,これも止むを得ないか

もしれない｡しかし,長崎総合科学大学の場

合は,中国語が専門基礎教育としての要素を

もたないのであるから,この枠にとらわれる

必要はなく二年間をかけて初級段階を終わら

せるという形態をとってもよいのではない

か｡冒頭に述べた｢第二外国語は遇二こまで

よいか｣という意見は,同時に｢中国語の発

音と基礎文法を教えるには週四こま必要｣と

も述べている｡一年間二こまの授業を二年間

行えば,遇四こまと同じではないか｡

大学の"教養語学"が成果をあげていない

原因には,二こまを異なった教員が別の教科

書を用いて相互の連係なく行っていることも

あげられる｡少ない授業数を有効に活かすに

紘,ぜひともここまが有機的な関係をもたな

くてはならない｡私のこの考えは,幸いもう
一人の教員の賛同を得ることができたので,

八六年の中国語IA, Bは教科書として『新

中国語』 (基礎漢語課本日訳本)を共通に用

いることとした. (八九年度からは,一名の

教員が-クラスここまを担当することにし

た)そして,長崎総合科学大学学生の水準を

考慮し,発音教育部分(1課-10課)紘-こ

ま一課,本文部分(11課以後)はここま一課

とした｡
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授業の進み方については,この教科書の特

徴を活かしてできるだけ口頭教授法(直接教

授法)の方法をとりいれることにした｡ 『新

中国語』は文型積みあげ型教科書にふさわし

く,四技能を共に伸ばす授業には適している

が,中国事情の紹介も兼ねた訳読中心の授業

には必ずしもふさわしいものではないからで

ある｡なお, 『新中国語』は課文に始めから

ピンインが付されていないが,学生の水準を

考え課文をピンインになおしたものを配付し

た｡この問題は,翌年から『修訂新中国語』

を使用するようにしたので,解消した｡

当初の授業の具体的な進め方は以下の通り

である｡

①最初に出席をとる｡出席は市販の単語カー

ドに学生の氏名を書いたものを使用し,練

習等の際の学生の指名に用いる｡

②まず,教科書を開かず替換練習の文型を使

った新出文型および新出単語の導入,説明

をする｡導入にあたっては,実物,絵カー

ド,板書した絵などを用いて教師の自問自

答による｡学生の水準により,文型は板書

する｡説明には必要があれば日本語を用い

る｡

③教師の後について,文型の一斉音読をさせ

る｡

④文型の口頭練習をおこなう｡まず教師が問

答体を自問自答し,次に自問自答を教師の

後について一斉音読させる｡それから数名

の学生を指名し,教師と問答する｡

⑤もう一度文型の一斉音読をおこなう｡

⑥替換練習のテープを聞かせる.

⑦, ②から⑥を文型ごとに繰り返す｡

⑧教科書を開いて新出単語を一斉に音読させ

る｡

⑨一,二名の学生を指名して新出単語を読ま

せる｡

⑲教科書を閉じさせ,フラッシュ･カードを

使って新出単語を-斉に音読させる｡

⑪学生を指名し,フラッシュ･カードの単語
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を読ませる｡ -単語につき学生を一名指名

する｡

⑫再び教科書を開き,課文を一斉音読する｡

⑬数名の学生を指名し,課文を読ませる｡

⑭最後に課文,新出単語のテープを聞かせて

授業を終える｡課文の翻訳は行わない｡

このような口頭練習を主体にした授業は学

生の興味をかきたて実際に中国語での会話を

行いえたという満足感が得られるのか反応は

よく,出席率も良好であった｡日本の中国語

教育界には｢"道是什弘?那是事"などとい

ラ,成人にとってほとんど興味のわかない文

型練習や対話の反復訓練を長く続けると,学

習意欲を低下させる｡それに対して,文法的

分析は知的要求にある程度かなうので,学生

も教師も歓迎する｡｣18)という意見もあるが,

口頭練習の方法を工夫することによって学生

の興味を持続させることは充分可能であると

思われる｡19)

ただし,長崎総合科学大学の場合は,課が

進んでいくに従ってこのような中国語による

口頭導入･練習のみで授業を進めることが次

第に困難になっていく｡それは,口頭による

教授法は学生に既習文型･語嚢が定着してい

ることが前提になっているが,長崎総合科学

大学学生の場合は復習を充分に行わない学生

が多く,学習事項が増大するにつれてその授

業時間中はともかく次の授業まで学習内容が

定着しない場合が多く,結局授業の進行のた

めに日本語による説明や訳に頗らざるを待な

くなる割合が増えてくるからである｡また授

業の進行速度も遅らさざるを得ず,二年間か

けても『(修訂)新中国語』を終了すること

はできなかった｡

それでは,中国語Ⅰ,中国語Ⅱの受講者は

どの程度まで中国語の能力を身につけたので

あろうか｡教科書の練習問題を編集して作成

した中国語Ⅰ ,中国語Ⅱの各後期期末試験20)

の結果をみると,七十点以上の学生は全体の

三分の一程度で,他の学生は授業内容が理解

できていないことがわかる｡語学教育の目的

を四技能の習得におくならば,授業結果は明

らかに成功していないと言わざるを得ない｡

しかし,中国語が専門基礎教育の性格をも

たず卒業必要条件でもなく,基礎学力の低い

学生が多い大学で,少なくとも二年次の最後

まで授業が成立してもいるのである｡中途で

授業を放棄した学生は,八六年度入学生では
一年で約20%,二年で約15%である｡そして,

授業を通して学内や長崎県の中国語スピー

チ･コンテストに出場,入選したり,夏期中

国語研修に参加したりする学生は毎年十数人

いる｡中国語学習のための長期留学をおこな

う著もすでに数名出現している｡三年生以上

になり中国語Ⅲ以上をさらに受講する学生も

毎年五名以上いる｡過二こまの授業だけで四

技能を習得させることが不可能であるのは繰

り返すまでもないが,そうであるなら"教養

語学"の目的の一つは限られた学習時問でい

かにして学生に語学教育の動機づけを行いそ

の自発性と積極性をひきだすかにあるのでは

なかろうか｡これらの面で長崎総合科学大学

の中国語の授業が成功しているかどうか,こ

れ以上は読者の判断にゆだねたい｡

4.終わりに

本稿ではほとんど触れることができなかっ

たが, "教養語学''の目的としていわゆる教

養を重視する意見もある｡21)教養の内容は,

日本語や日本人とは異なった思考体系･生活

体系があることを中国語の授業を通して学生

に理解させることである｡この場合は,授業

中日本語による説明･翻訳が非常に大きなウ
ェイトを占めることになる｡週二こまの授業

だけで四技能を習得させることが不可能であ

るなら,むしろ教養の教授に重点を置き,日

本語で中国語の構造や中国事情を説明したり

ビデオをみせたりして学生の中国語や中国に

対する関心をかきたて自発的に学外で中国語

をさらに学習させる意欲をひきだす,という



のもーつの見識である｡ただ,私自身は,学

生生活に占める大学の授業の位置の大きさと

言語の本質を考えるなら,中国語,特にその

初級段階は口頭言語の教授が中心になるべき

だと考える｡

大学での"教養語学"の形態は,専門基礎

教育の要素をもつもの,もたないもの,授業

敬,学生数,教員の性格(日本人か中国語の

ネ-ティブ･スピーカーか,専任か非常勤か)

などさまざまで私がここで述べたのも一つの

例と一つの試みにすぎない｡私自身も,将来

あるいは別の方法をとるかもしれない｡ "教

養語学"の学習目標もその形態に応じて多様

化されるべきで,中国語教育のさまざまな試

みおよびその理論化がもっと実行され,その

結果が交流されるべきである｡本稿がその一

つのきっかけになれば幸いである｡

附記

本論文執筆の過程で,釜屋修氏に資料面で

の援助を得た｡

注)

1) 2)長谷川良一1985Ⅰ

3)李憶民1988

4)長谷川良一1985Ⅱ

5)木村宗男1982, p.27

6)木村宗男1982, p.26

7)木村宗男1982, p.19

なお,本稿での学習段階についての内容

は,木村宗男氏の著作に強い示唆を受けて

いる｡

8)李憶民1988

9)無署名｢中国語教育をさぐる①一中国の

教科書｣ 1988は,漢語教科書はGrammar

Transration Methodを応用したものと述

べているが,これには疑問がある｡同書24

課に"張先生是中文先生,他輯学生只説中

文"｡とあり,漢語教科書は基本的に直接

教授法Direct Methodによって教授され
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たことをうかがわせる｡また漢語教科書の

文型の提出順はDirect Methodにふさわ

しいと思われる｡

10)無署名｢中国語教育をさぐる③一到達目

標の設定｣ 1988は,根拠をあげないまま

｢外国語を習うときの初段階では,よくい

われるのは, 500語です｣と述べているが,

後でもみるように,初級段階はやはり1000

語前後ではなかろうか｡

ll)本稿の基礎となった中国語学会38回大会

での口頭発表では,各教科書の文法事項一

覧表を配付したが,本稿では統語の関係で

省略せざるを得なか.った｡

12)鄭林犠編≪普通語三千常用詞表(増訂

本)≫文字改革出版社1987

13)飯野至誠1985, p.212

14)飯野至誠1985, p.214に引用されたモリ

ス(Morris)の指摘

15)もう一名の教員の教育実践については,

福地桂子1989を参照されたい｡

16)長崎総合科学大学ですでにおこなわれて

いる教養外国語自由選択制の問題点を指摘

したものに水谷誠1985がある｡

17)ただし1990年度は天安門事件の影響か八

十名程度に減少したが,それでも独･仏よ

り多い｡

18)那須清1980

19)この工夫は,木村宗男1982,田崎清忠

1969などに詳しい｡

20)本稿の基礎となった中国語学会38回大会

での口頭発表では,各学年末の試験問題を

配付したが,本稿では紙幅の関係で省略せ

ざるを得なかった｡

21) ｢口頭言語に関する能力は,学生の課外

における自発的学習にゆだね,教室におい

てほその基礎作りをするという段階に止め

る｡特に中国語についてはそういう方針を

とるのがよいと思う｡本格的な外国語の学

力は,特殊な訓練の行える専門の機関に任

せるべきである｡｣那須清1964
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